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各医療機関において、情報システムと連携した

より快適な印刷環境の実現は、とても重要な課題のひとつとなっています。 

そこでリコーでは、医療に携わる全国のお客様の声を徹底的に分析。

医療現場のスムーズなコミュニケーションをサポートするために、

プリンターの性能はもとより保守サービスの面からも、

さまざまなソリューションを展開しています。

本冊子では、実際に病院様や調剤薬局様で、印刷環境の

改善に貢献している事例をご紹介します。

さまざまな医療現場へ、より快適な印刷環境を。
リコーの医療系プリンティング・ソリューション。
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病 院 様

C O N T E N T S

コンパクト＆ハイスピードの
A4モノクロレーザー

IPSiO SP 4310

「国立大学で最大の規模を誇る医療環境のなかで

重要な役割を担う印刷環境の安定稼働を実現。」

————————————————————	 東北大学病院 様 　�

自動プリント設定ソリューション

Ridoc IO DataSelector

「医療過誤防止に不可欠な帳票のカラー印刷の制御

を自動化し、コスト削減と管理の効率化に貢献。」

———————————————	 千葉大学医学部付属病院 様 　

高画質・高生産性の
デジタルフルカラー複合機

RICOH MP C6502

「健診結果の高品質な報告書印刷を実現した

リコー複合機の美しさ、 速さ、 後処理機能。」

—————————————	済生会熊本病院 健診センター 様 　

「電子カルテの入力・出力、患部の画像取り込みを

プリンター／複合機とデジタルカメラでサポート。」

———————————————————	 長野市民病院 様 　❽ 医療業務のIT化に最適な
デジタルカメラ

G700SE

「シンクライアント環境での安心・安全な

出力業務を仮想プリンタードライバーで実現。」
——————————————————	 済生会熊本病院  様 　❻

処方箋の出力先を時間帯で自動的に振り分け。
｢RICOH Printer Selector｣が
安全で効率的な病院業務をサポート。

——————————————————	 黒部市民病院  様 　❹

RICOH Printer Selector

RICOH Printer Selector

シンクライアント環境での
プリンター自動振り分けを実現

手順を変えずに出力先を変える
自動振り分けソリューション

「最先端の医療情報システムで、約 300台の
プリンターと高速複合機が安定稼働。」

———————————————	 鳥取大学医学部附属病院 様 　� コンパクト＆ハイスピードの
A4モノクロレーザー

IPSiO SP 4310

ハイスピード＆高耐久の
A3モノクロレーザー

IPSiO SP 6330

「紙書類や画像データの管理にバーコードを活用。
スタッフの負担軽減や業務の効率化を実現。」

———————————————	 帝京大学医学部附属病院 様 　�
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処方箋の出力先を時間帯で自動的に振り分け。
｢RICOH Printer Selector｣が
安全で効率的な病院業務をサポートします。

RICOH Medical Solution

ソリューション
導入事例

［ 黒部市民病院 様］

電子カルテなどのICTを活用し
｢顔の見える診療｣を推進

　黒部市民病院様は、1949年に前身の下新
川厚生病院として開設された。初代院長の草
野久也氏が開院時に掲げた「日々念心」（医療
者の研究と工夫努力に裏打ちされた患者様との心の

医療）を病院憲章に定めている。以来、県東部の
中核病院として高度医療の充実をはじめ、救
急医療・保健活動・在宅ケアなど包括的で高度
な医療サービスを地域住民に提供してきた。
　「施設の充実や研究など、日々新たなもの
を求めて工夫努力が大切であるという草野
先生の言葉は今も生かされ、最先端の医療機
器やICTを活用した医療を進めています」と、
院長の竹田慎一氏は話す。例えばICTの取り
組みでは、1987年にオーダーリングシステ
ムを導入し、2003年には独自の電子カルテ
システムを導入した実績がある。
　黒部市民病院様は新川医療圏の基幹病院
として、「地域の医療・保健・福祉施設との連
携」を基本方針の1つに掲げる。「セキュリティ
を担保しつつ、電子カルテの情報を地域医療
に役立てたいと考えています。病院間や病院
と診療所間の連携を進めるために電子カル
テシステムについても現在では、標準技術が
求められています」と竹田院長は言う。
　そこで2013年3月に電子カルテシステム
を、標準技術を採用したパッケージ型のシス
テムに刷新した。これを機に、地域連携を推進
する「新・扇状地ネット」が稼働。参加する地
域の開業医は承諾が得られた患者様の電子
カルテの閲覧機能に加え、オンラインで予約
や紹介状・返書の管理が可能になった。今後、

電子カルテの利用範囲を歯科医師や薬剤師、
訪問看護師、ケアマネージャーなどに広げる
計画もある。「顔の見える診療」を、ICTの活用
でさらに発展させていくという。

印刷した紙の情報を重視
適材適所にプリンターを配置

　黒部市民病院様のICTの活用で欠かせな
い機器の1つにプリンターがある。竹田院長は、

「電子カルテシステムの導入によってカルテの
情報は電子化され、ペーパーレス化に貢献して
います。しかし、紙が無くなることはありません」
と強調する。看護師が患者様の状態を申し送り
したり、患者様にクリティカルパスを説明した
りする時などは紙に印刷した方が分かりやすく、

「うっかりミス」を防ぐこともできるからだ。

　そこで、黒部市民病院様は紙の出力環境
を整備。リコーのカラーレーザープリンター

「IPSiO SP C721」やモノクロレーザープリ
ンター「IPSiO SP6310」、「IPSiO SP4300」
など、約180台のプリンターを配置し、内視鏡
検査で撮影したカラー写真を報告書に張り付
けてカラーレーザープリンターで印刷したり、
開業医に紹介患者様の検査結果を分かりや

すいカラーの印刷物で報告したりする使い方
をしている。モノクロレーザープリンターは外
来患者様の受診受付、処方箋の印刷など様々
な場面で活躍。「高速・高精細に出力するプリ
ンターのニーズは高く、病院内の適材適所に
配置しています」と、総務課主幹 企画情報係
長の荻野仁氏は述べる。
　黒部市民病院様のプリンター活用で特筆
できるのが、「夜間の注射箋」の出力方法で
ある。これまでに増改築を度々行った影響で
黒部市民病院様は、既存の外来棟に「調剤
薬局」を、新築した東病棟に入院患者様の注
射薬を払い出す「病棟薬局」を配置し、日中は
それぞれの薬局に薬剤師を配置して業務を
行っている。「病棟薬局の薬剤師は、注射箋の
情報を基に注射薬を払い出します。看護師は
病棟に払い出された注射薬と注射箋の情報
を確認し、患者様に注射を施します」と、薬剤
科主査の倉田徹氏は業務の流れを説明する。
　しかし、夜間になると状況が一変する。夜勤
の薬剤師は1人しかいない。その薬剤師は主
に「調剤薬局」で勤務しており、「病棟薬局」に
薬剤師が不在になる。そのため注射箋が病棟
薬局に出力されても、調剤薬局に居る薬剤師
が即応するのは難しい。
　そこで、黒部市民病院様は2003年当時に
導入した独自の電子カルテシステムをカスタ
マイズし、夜間は病棟のナースステーション
のプリンターに注射箋を出力する機能を追
加した。「出力先を手動で切り替える機能を
搭載し、長年運用してきました」と、総務課の
長谷川直紀氏は述べる。

黒部市民病院
所在地：富山県黒部市三日市1108-1
開設：1948年（下新川厚生病院として開設。1976年黒部市民病院に名称変更）
病床数：414床　併設介護老人保険施設 80床
診療科目：内科、外科、小児科など 33科

「日々念心」（にちにちねんしん）を病院憲章として、次ぎの5つの基
本方針を打ち出している。①新川医療圏の基幹病院として地域
の医療・保健・福祉施設と連携、②5疾病5事業の拠点として
機能を強化、③ 患者さんを中心に、家族・全医療スタッフが参
加したチーム医療の推進、④病院スタッフのワークライブバラン
スの推進、教育・研究機能の充実、⑤経営の効率化と健全経営

黒部市民病院

院長 竹田 慎一 氏

時間帯やキーワードで出力先を自動振り分け
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104-8222  東京都中央区銀座8-13-1

り分けテーブルを持たせることを提案した。
電子カルテシステムが備えるスケジュール機
能と連携させ、時間帯（業務時間内、業務時間
外）に応じて出力するプリンターを自動的に振
り分ける仕組みである。
　具体的には、電子カルテシステムの注射
オーダーに記載されたキーワード（病棟2Fな
ど）とスケジュールを紐（ひも）付け、夜間には
病棟の目的のプリンターに注射箋を出力す
る。日中は薬剤部の注射薬自動払出システム

（アンプルピッカー）に直接オーダー情報を投げ

ている。以前の電子カルテシステムでは、病
棟薬局の業務が終了する19時に薬剤師がパ
ソコンで出力先を切り替えていたが、RICOH 
Printer Selectorを利用することで、設定し
た時間帯で自動的に出力先を振り分けられる
ようになった。
　その効果について倉田氏は、「薬剤師や看護
師は従来の手順を変えることなく、目的の病棟
のプリンターに出力できるので助かっています」
と評価する。また竹田院長は、「時間帯による自
動振り分けの仕組みは、リスク対策にもなりま
す」と言う。日中は院内処方箋をプリンターに
出力せずに、自動で注射薬を払い出す仕組みに
なっているため、紙で印刷することに対する払
い出し重複のリスクを排除できるというわけだ。
　RICOH Printer Selectorは、カスタマイ
ズしないで導入できることも特長だ。仮想プリ
ンタードライバーとして動作するため特別な
プログラムが不要で、電子カルテシステムの
バージョンアップなどにも影響を与えない。
また、プリンターのトラブル時にエラーを通知
する機能や、問題発生時に原因究明の手立て
となるログ機能を装備。プリンターのトラブル
で注射箋を出力できないと大変な事態になる
リスクがある。「これまでプリンターのトラブル
はありませんが、エラー通知やログ機能は必
須です」と長谷川氏は述べる。
　RICOH Printer Selectorの適用範囲に
ついて荻野氏は、「医療機関にとって、時間帯
で出力先を振り分けるニーズは高いと思いま
す。例えば、薬剤師が仮眠する時間帯に病棟
へ帳票を出力するなど、これまでの働き方を
大きく変えることも可能です」と強調する。
　リコーは黒部市民病院様と同様の困りごと
を抱える医療機関のお客様に対しても、最適
な提案を行っていく考えだ。

RICOH Medical Solution

帳票などをプリンターで印刷する際に、
出力先を時間帯で自動的に振り分けられたら便利になると考える医療機関は多いのではないだろうか。
黒部市民病院様は、医師が電子カルテシステムでオーダーする注射箋について、
日中は注射薬を払い出す薬剤部門のプリンターに、薬剤師の手が足りなくなる休日、夜間は病棟のプリンターに出力している。
それを可能にしたのが、リコーの出力先自動振り分けソリューション｢RICOH Printer Selector｣である。

手順を変えずに出力先を変える
自動振り分けソリューション

　新電子カルテシステムに対する黒部市民
病院様の要望は、「従来と同じ運用ができるこ
と」（倉田氏）である。具体的には、夜間に電子
カルテシステムから目的の病棟のプリンター
に注射箋を出力するというものだ。
　電子カルテシステムのパートナーとの
連携で、出力先自動振り分けソリューション

「RICOH Printer Selector」に時間帯の振

黒部市民病院 総務課
主幹 企画情報係長
荻野 仁 氏

黒部市民病院 総務課

長谷川 直紀 氏
黒部市民病院 薬剤科

主査 倉田 徹 氏

注射箋 注射箋

注射箋

注射箋

配置薬

配置薬

診察室・医局

診察室・医局

病棟薬局

病棟薬局 4階病棟

2階病棟

病棟
医師 薬剤師

看護師

患者様

処方箋印刷

注射オーダー
払い出し
出力 運搬 投薬

破棄

＜電子カルテ＞

＜注射薬自動払出システム＞
（アンプルピッカー）

➡電源ON
RICOH 
Printer Selector

RICOH 
Printer Selector

医師

処方箋印刷

注射オーダー
＜電子カルテ＞

日中 8：30 ～18：59 … 薬剤師が注射薬の払い出し業務を実施

薬剤師
（不在）

看護師 A

患者様プリンター

プリンター

選定

選定

投薬

看護師 B

患者様

投薬

＜注射薬自動払出システム＞
          （アンプルピッカー）

         ➡電源OFF

夜間 19：00～8：29 … 薬剤師不在のため、病棟の看護師が注射薬を手配

キーワード プリンター
PRT4F
PRT2F

病棟4F
病棟2F

●日中は処方箋の印刷データを破棄。重複して印刷されるリスクを排除
●薬剤師がいない夜間でも、看護師が注射業務を円滑に実施解決！

自動振り分け

運用イメージ図
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IPSiO SP 4310





IPSiO SP 4310
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IPSiO SP 6330
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IPSiO SP 6330
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RICOH MP C8002

IPSiO SP 4310
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RICOH MP C8002

IPSiO SP 4310
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IPSiO SP C831

RICOH MP C6502
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IPSiO SP C831

RICOH MP C6502
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※Windows、Windows Serverは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 ※Bluetoothは、米国Bluetooth SIG, INC.の米国ならびにその他の国における商標または登録商標です。 
※SUNRAYは、Oracle Corporation及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標または商標です。 ※XenDesktopはCitrix Systems, Inc.の米国あるいはその他の国おける登録商標または商標です。 ※その他、
記載の会社名、商品名は各社の登録商標または商標です。 ※インタビュー内容はすべて取材当時のものです。

0120-892-111

http://www.ricoh.co.jp/printer/solution/
リコー製品に関するお問い合わせは下記のダイヤルで承っております。

イチ イチ イチ

●お問い合わせ・ご用命は・・・

0604S-1712<34141600>9/PこのカタログはRICOH Pro Cシリーズで印刷しています。 このカタログの記載内容は、2017年12月現在のものです。

リコーテクニカルコールセンター

●受付時間：平日（月～金）９時～17時（祝祭日、弊社休業日を除く）
※お問い合わせの内容は対応状況の確認と対応品質の向上のため、録音・記録をさせていただいております。 
※受付時間を含め、記載のサービス内容は予告無く変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
http://www.ricoh.co.jp/contact/
■リコーにご提供いただいたお客様の個人情報の取り扱い方針については、当社ホームページでご確認いただけます。

東京都大田区中馬込1-3-6 〒143-8555


